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これまでの研究を振り返って

香粧品科学における私の臨床研究を振り返る
渡 辺 晋 一

Look Back on My Clinical Research in Cosmetic Science

Shinichi WATANABE

1.　香粧品学会に入る前

皮膚病の多くはステロイドを外用すればよくなるの
で，ステロイドを外用してはいけない皮膚真菌症を診断
できれば，皮膚科治療に困ることがないと思い，最初に
皮膚真菌症の専門外来の門をたたいた。ある程度マス
ターしたら，他の専門外来に移るつもりであったが，他
の外来に移ると申し出たところ，真菌外来のボスである
滝沢清弘先生に烈火のごとく怒られ，そのまま真菌外来
に残ることになった。

2.　香粧品学会に入るきっかけ

そのうちに医局長となり，留学のことも考えなければ
ならなくなった時に，NIHに留学なさっていた島田眞
路先生（現　山梨大学学長）から夜中に国際電話をいた
だき，NIHの二人の先生が，日本からの留学生を募集
しているので，私を推薦してくださるということであっ
た。そこで私のボスである久木田　淳教授に留学のお願
いを申し上げたところ，ちょうど私が医局長をしていた
ため，「今はだめだが，医局長の任期が終わったら，
ハーバード大学の Fitzpatrick教授への留学を推薦する」
と言われた。

Fitzpatrick教授は国際的にも有名な方であったが，定
年近くでファンドがなく，私に給料を払うことができな
いということがわかった。そこで，ハーバード大学皮膚
科の No. 2の Parrish教授（数年後には主任教授になっ
た）が来日した際に，給料を出してくれないかとお願い
したところ，私がレーザーの研究も行うという条件で，
給料を出してもらうことになった。当時のレーザー治療
は，瘢痕などの副作用が多く，がっかりもしたが，他に
選択肢がなかったので，この条件で留学することになっ
た。いざ渡米してみると，Fitzpatrick教授は研究費もな
く，最初の数カ月は研究ができずたいへんであった。結
局 Parrish教授に研究費も出していただくことになり，
いくつかの動物実験で，アザを治すレーザーの照射条件
を明らかにすることができた。

3.　日本でのレーザー研究

帰国後レーザー装置がなかったので，とりあえず皮膚
疾患のケラチン発現を調べ，いくつかの論文を上梓し
た。その後帝京大学の総長でいらっしゃった冲永壮一先
生にお願いし，工業用の Qスイッチルビーレーザーを
買っていただいた。そのうちに私の共同研究の申し出を
断っていた東芝メディカルの人がやってきて，「先生の
言っていることが正しいようなので，レーザー装置を一
緒に共同開発しませんか」とのお誘いをいただいた。渡
りに船とばかりにその話に乗ったが，特許は東芝メディ
カルに取られてしまった。その研究成果の一つが太田母
斑をレーザー治療によって治すことができるというもの
である。これは N. Engl. J. Med.誌の原著論文に掲載さ
れ，今や太田母斑は治すことができる疾患となり，レー
ザー治療は保険の適用もとれた。ちなみに N. Engl. J. 
Med.誌は現在 Impact factorは 59.6で Natureや Science
誌よりはるかに高い。今にして思えば，心ならずレー
ザー治療の研究で留学したが，それなりの成果を上げる
ことができ，また顔のアザで悩んでいた患者の喜ぶ姿を
目にすることができて，本当によかったと思っている。

4.　色素病変の治療を通じてわかったこと

その後帝京大学に日本で最初のレーザー外来を作り，
日本全国や韓国からも多くの患者が来院した。その結果
多くの治療経験を得ることができ，今まで教科書ではシ
ミとして一括されていた色素病変には種々のものがある
ことがわかった。そして目の下のくまの多くも真皮メラ
ノサイトによるものであることがわかり，顔面真皮メラ
ノサイトーシス（Facial Dermal Melanocytosis: FDM）と
いう疾患概念を確立することができた。

5.　顔面真皮メラノサイトーシスとは

FDMは数多くの太田母斑の治療を通じて確立した疾
患概念であるが，これらの皮疹はしばしば肝斑と誤診さ
れ，いまだにその鑑別ができない皮膚科専門医も多い。
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